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境 を め ざ し て

下
水
道
整
備
事
業

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
町

で
は
、
下
水
道
整
備
の
た
め
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
家
庭
、
工
場
な
ど
の
雑
排
水
や
汚
水
を
円
滑
に

排
除
・
処
理
し
、
衛
生
的
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
雨
に
よ
る
浸
水
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
、
川
や
海
の
汚

れ
を
防
ぐ
大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

町
の
基
本
計
画
を
策
定

国
見
町
の
下

水
道
計
画
は
、
阿
武

隈
川
上
流
流
域
下
水
道
県
北
処
理
区

の
流
域
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て
、

昭
和
五
十
年
に
棊
本
針
画
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
そ
の
基
本
計
肉

の
兄
直
し
を
行

い
、
新
し
い
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
現
在
そ
の
作

袰
を
逃
め
て
い
ま
す
。

計
画
対
象
区
域

国
兄
町
公
共
下
水
道
の
基
本
計
画

は
、
昭
和
ハ
ト
年
を
計
画
の
目
標
と

し
、
計
画
対
象
区
域
は
、
現
在
の
市

街
化
区
域

匸
一一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
今

後
目
標
年
度
ま
で
の
市
街
化
想
定
区

域
、
さ
ら
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
区

域
を
含
め
た
約
丿
ニ
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
ｆ
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
工
事
着
工

Ｌ

昭
和
六
十
三
年
度
－

今
年
度
に
町
の
下

水
道
基
本
計
画
を
策

定
し
．
次
年
度
の
昭

和
六
十
二
年
度
に
、

齡
市
叶
画
決
定
、
下

水
道
事
業
計
画
の
認

可
な
ど
を
経
て
、
昭

和
六
十
一
二
年
度
に
は
、
下
水
道
の
第

一
期
事
業
と
し
て
工
事
に
着
Ｔ
一
す
る

計
画
で
す
。

さ
ら
に
、
県
が
施
行
す
る
流
城
下

水
道
県
北
処
理
Ｋ
の
処
理
闘
始
予
定

の
昭
和
六
卜
八
年
度
に
合
わ
せ
、
市

街
地
の
密
集
地
の
一
部
か
ら
供
用
を

開
始
す
る
計
画
で
す
。

分
流
式
で
下
水
を
排
除

下
水
の
排
除
方
式
に
は
、
分
流
式

と
合
流
式
が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
は
、
流
域
ド
水
道
関
連
公
共

下
水
道
と
し
て
汚
水
と
雨
水
を
別
々

に
処
理
す
る
分
流
式
で
処
理
す
る
計

画
で
す
。

管

渠
工
事
に
着
工

－

県
の
流
域
下
水
道
事
業
－

福
鳥
市
、
桑
折
町
、
伊
達
町
、
国

兄
町
、
梁
川
町
、
保
原
町
の
一
市
五

町
に
よ
る
阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水

道
小
裏
の
県
の
施
行
に
よ
る
管
県
の

埋
設
Ｔ一
事
は
、
徳
江
地
区
を
皮
切
り

に
今
年
八
月
ご
ろ
か
ら
肴
Ｔ
一
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
の
工
事
に
よ
る
周
辺
沿
線
の
皆
さ

ん
や
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々
に
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

下

水
道
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

・
气

ご
協
力
を
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。
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住
宅
団
地
造
成
事
業
始
ま
る

予

定
は
四

十
四
区
画

今
年
の
三
月
定
例
議
会
で
。
第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
住
宅
建
設
計
画
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は

、
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
福
鳥
地
方
土
地
開
発
公
社

が
住
宅
団
地
を
造
成
し
、
住
宅
需
要
に
こ
た
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
（

七
月
二
十
一
日
の
臨
時
議
会
に
計
画
図
を
提
出
）

総
面
積
一
万
六
千
平
方
缸
の
な
か
に
、
宅
地
四
十
四
区
画
、
道

路
四
百
μ

、
そ
れ
に
緑
地
公
園
な
ど
が
完
備
さ
れ
ま
す
。

町
で

は
、
ｎ

民
ｔ

活

の

安
七

と
町

の
発

展
？
計

る

た

め
に
、
福

鳥
地
万

Ｌ

地

開
発

公
哇

に
蚕
託

し
て

仕
宅
団

地
を

心
成

し
．

七
地
需

要
荐

に
分

譲

し
よ

う

と
、

調
介
研
究

を

進

め
て

き

ま
し

た

そ

し
て

上
る

六
川

八
日

．
地

．几
山

崎
公

尺
館

に
於

て
．
0
.
宅
川

地

造
成

に

か
か
る

説
叫

余
を

開
催
ｊ
・
た
冫
’こ
Ｊ

ろ
、

地
隆

抒
令
い

の
貫

同

か
得

ら
れ

ふ’あ
し

た
こ
れ
を

受
け

て
、

福
島
地

な
Ｌ

地

聞

耙
公
列

国
‥
｝、町
評

議
委
い

会
で

は
、

八

り
１

．
日

に
１
分

審
議

を
叭

ね
、

昭
陌

六

卜

．
甲

叺
巾
ｔ

と

し
て
決

定

し

た
し

の
で
す

八
り

‐１
卜
八

川
の

評
議

委
口
会

に

お

い
て

、
巾
載

実
施

に
あ

た

り
設
計

委
託

業
者

の
桁

名
な

ど
、
細

部

に
わ

た
り
審
議

を

い
た
し
ま

し

た
、

Ｌ
Ｕ
一
川
設
計
奄
抒
人
札
の
結
米

桑
折
町
の
林
卜
測
甌
設
計
か
落
札
、

現
在
刈
陂
設
丿
勺
什

。
て

い
ま
す

わ
か
町
の
廴
日
は

．
な

．
Ｆ
儿
μ

九
Ｉ

’．人
（
Ｌ
川

．
日
現
在
）
で
、

ベ
ー
甲
卜
川
の
川
勢
調
査
人
口

．
万

．ｒ

卜
廴
と
比
べ
る
と
．
催
か
九
ヶ

り
の
問
に
Ｉ
Ｌ
八
も
減

’
て
い
ま
す
．

そ
の
原
囚
の
一
つ
に
住
宅
の
下
足

が
あ
げ
・
ら
れ
ま
す
．
公
営
什
宅
は
あ

・．
て
む
戸
数
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
『

七
地
介
袰
と
か
．小
動
産
会
吐
は
な

く
り
宅
を
求
め
る
に
も
購
人
機
関
は

あ
り
ま
せ
ん
、

’．
方
仕
宅
に
困
窮
す

る
勤
労
矜
は
多
く
、
地
町
に
什
宅
を

求
め
て
転
川
す
る
こ
と
が
、
入
口
の

減
少
の
一
閃
と
も
な
っ
て
い
ま
す
．

海 千 山千

海
と
山
に
関
連
し
た
こ
と

わ
ざ
に
は
『
海
と
山
』
「
海

が
山
」
「
海
と
も
山
と
も
知

れ
ず
」
「
海
千
山
千
」
な
ど

か
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

全
く
ち
が
っ
た
内
容
で
す

誤
解
・
誤
用
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

「
海
と
山
」
は
、
海
の
恩
と
山
の

恩
の
意
味

『
父
母
の
恩
は
山
よ
り

も
高
く
、
海
よ
り
も
深
し

』
と
い
う

こ
と
わ
ぎ
か
ら
、
『
海
と
山
』
と
い

え
ぱ
薦
く
深
い
父
母
の
恩
を
さ
し
ま

す「
海
が
山
」
は
、
海
が
山
に
な
る
よ

う
な
無
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
「
海

と
山
」
と
は
一
字
の
差
で
す
が
、
た

い
へ
ん
な
違
い
で
す
　
同
様
に
『
海

を
山
に
す
る
』
と
い
え
ば
、
無
理
な

こ
と

を
強
行
す
る
た
と
え
に
使
わ
れ

ま
す「

海
と
も
山
と
も
知
れ
ず
」
は
、

海
の
も
の
か
山
の
も
の
か
わ
か
ら
な

い
さ
ま
　
ど
ち
ら
か
も
決
め
か
ね
る

場
合
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
す
。

『
海
千
山
千
』
は
「
海
に
千
年
、

山
に
千
年
」
の
や

海
や
山
に
千
年

住
ん
だ
大
蛇
は
龍
に
な
る
と
い
・つ
俗

信
か
ら
、
経
験
が
豊
富
で
世
間
の
表

裏
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
さ
し
ま
すへ

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
食
え
な
い
人

物
に
使
う
ヶ
Ｉ
ス
が
多
く
、
ほ
め
言

葉
と
は
い
ぇ
ま
せ
ん



宅
地
造
成
を
実
現
し
。
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
、
健
全
な
都
市
開

発
を
行
い
。
ひ
い
て
は
住
民
の
生
活

女
定
と
杜
会
禍
祉
の
向
上
に
努
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
区
城
は
、
町
振
興
計
両
に
よ

る
第
二
種
住
居
地
域
と
一
部
住
居
地

城
と
な
っ
て
お
り
、
藤
田
市
街
地
中

心
部
よ
り
北
へ
五
百
‥
い
の
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
地
区
の
東
部
と
南
部
に
は
、

北
古
舘
、
宮
前
の
町
営
住
宅
か
接
し
、

北
郎
に
は
田
園
か
開
け
、
遙
か
に
半

田
山
の
秀
嶺
が
見
え
る
風
光
明
媚
な

静
か
な
処
に
位
傑
し
て
い
ま
す
。

国
鉄
藤
田
駅
ま
で
は
徒
歩
で
五
分
、

福
励
交
通
バ
ス
停
ま
で
八
分
と
交
通

の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

計
画

さ
れ
て

い
る
山

崎
宮

後
（
仮

称

）
住
宅

団
地
造

成
事
業

は

。
大
字

山
崎

字
小

館
脇
・

宮
後

・
北

口
・
堂

／
前

の

一
部
【

万

六
千

四
百
平

方
卩

の

中
に
宅

地
か
四
１

四
Ｋ

画

（
一
区

肉

約
八

十
坪
）

か
予
定

さ
れ
て

い
ま

す

。

そ

の
皀

に
文
化
財

藤

田
城
空

堀
遺
跡

｛
二

千
豕
方
ｙ

｝
幹

線

道
路

（
輻
七

・
　
当
　
に
二
十

に
）

・
団
地
内

道

路

（
幅
六
‥
。、
・

延
長
三

肖
リ

）
な

ど

が
介

ま
れ
ま

す

。

八

月
上
旬

に
酋
Ｔ

し
て

十
月

末
に

は
完

成
の
ｆ

定
で
す

。

↓分
譲

の
方
法

は

一
般
公
募

に
よ

り
ま
す

。

分
譲
価

格

に
つ

い
て
は
罕

方
‥
い
当
り

二
万

九

千
円

（
坪

当
九
万

五
千

円
）

前
後

の

予
定

で
す

。
く

わ
し

い
こ

と
は
未
定

と

な

こ

、
お
り

、
そ

の
都
度

、

広
報

［
く

に
み

］
で

お
知

ら
せ
し

ま
す

。

山崎宮後住宅団地造成計画図

いつも水と いっしよ。

■築こう水のある 豊かな暮らし■

８月１日は「水の日」

１日から７日は｢ 水の週間」です



火
の
守
り
の
誓
い
新
た

～
消
防
団
定
期
点
検
～

じ
月
亅
二
日
、
小
甫
降
る
中
．
洲

防
団
の
定
瑚
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
．前

夜
の
豪
雨
で
、
藤
田
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
は
使
用
不
能
の
状
態
の
た

め
、
会
場
を
藤
田
小
学
校
体
育
館
に

移
し
て
の
火
施
と
な
り
ま
し
た
．

藤
田
市
街
地
路
Ｌ

に
整
列
し
た
団

員
と
十

丁
苜
の
消
防
眼
に
分
彖
し
た

町
長
、
団
妊
、
並
び
に
火
賓
の
方
々

か
車
ｈ
よ
り
観
閲
し
た
後
、
藤
剛
小

乍
校
体
介
館
で
、
晒
常
点
検
か
行
わ

れ
ま
し
た
．

町
妊
講
評
、
団
長
訓
示

に
続
き
、

表
彰
並
び
に
表
彰
伝
逓
か
Ｉけ
わ
れ
、

前
団
長
に
町
長
、
団
長
か
ら
、
感
謝

状
と
記
念
品
が
手
峻
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
‐‐
般
表
彰
者
と
し
て
、
消

防
水
利
土
地
提
供
者
の
佐
藤
秀
夫
さ

ん
（
小
坂
字
小
坂
五

．
）
と
消
防
活

助
協
力
者
の
渡
邊
飭
助
き
ん
（
藤
川

字
中
沢

≒

干
の
‐．二

か
受
賞
さ
れ

ま
し
た
．

団
員
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
の
保
全
の
た
め
、
へ
″

後
ら
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
噸
い
い

た
し
ま
す
．

▲街頭検間する爾地町長

ミ
ス
国
見
写
真
展

に
ぎ
わ
う

六
月

一
日
、

町
の

カ
メ
ラ

ク
ラ

ブ

、
写
友

あ
っ
か
Ｌ

‥

が
十
催

し
た

ミ

ス

国
見
撮

影
会

の
写
輿

コ

ン
テ

ス
ト

の

人
賞
作

柚
展

示
余

が
、

六
爿
一
．
卜

ｈ

Ｈ
か

心
．Ｍ
日

闘
町

公
民
館

で
開

か

れ
．
好

評
か
・
叫

し
ま

し
た

コ

ン
テ

ス
ト

に

は
、
県
北

各
町

か

ら
四
卜

Ｌ
人

、
Ｅ囗
Ｌ

卜
．．．
点
の
心

旅

が
あ

り
、
霊

山
町

の
人
碼

俊

．
き
ん

の
最

艇
秀
賞

ほ
か

．．．卜
同

点
か

人
賞

し
ま

し
た
．

い
ず

れ
し
、

モ

デ
ル
と

な
・い
た
ミ

ス
川
口
｀
ミ
人
の

生
き

生
き

と
し

た
表

情
や
容
姿

が
．

．
瞬

の

シ

‥‐

．
タ

ー
チ

や
ン
フヘ
に

と
ら
え
・
ら
れ

て

お
り
、

見
学

に
訪
れ

た
八

た
ち
の

眼

を
楽
し

ま
せ
て

い
ま

し
た

審

査

に
あ

た
・．
た
日

本
町
真

夂
化

協
会

貝

の
佐
藤

助
次
さ

ん
（
福

島
亟

）

は

、

「
素
人
の

モ
デ

ル
を
撮

影
す

る

と
、
ど
う

し
て

も
政
情

が
か

た
く

な

り
が
ち
で
す
か
、
そ
の
点
を
よ
く
克

服
し
て
、
生
き
た
表
情
を
よ
く
出
し

て
い
ま
す
、
手
の
位
置
し
大
切
ポ
イ

ン
ト
な
の
で
気
を
配

ご

、
ほ
し
い
で

す
ね
ご
と
誦

］
て
い
ま
し
た
。

▲コンテストで入賞された皆さん

会
計
室
よ
り

お
知
ら
せ

倣

融

機
関

の
週
休

二

卜
制

拡
人

に

伴

い
、

各
裝
融

機
関
で

は
昭

和
六

卜

．
彫
ぺ

月
か

ら
現
行

の
第

．一
Ｌ

曜

日

に
加
え

第
．．．Ｌ

曜
日

も
休
業

川

と
な

り
ま
す
　

こ

の
た

め
公
金

の
支
払

に

つ

い
て

し
第

二
、

第
．．．Ｌ
曜

日

は
乍

吋
能

と
な

り
ま
す

の
で

ご
協

力

を
お

頤

い
い
た
し

ま
す

な

お
脱

彖
な
ど
納

人
彖

に

つ

い
て

は
従
火

ど

お
り
役

鵬
会
計

家
で

収
り

扱

い
敖
し

ま
す

．

身近にある野草・薬

草 25

ノ　イ　バ　ラ

野
生
バ
ラ
の
代
表
格
で
。
川
辺
や

山
林
の
へ
り
の
日
の
当
た
る
と
こ
ろ

に
多
く
自
生
し
ま
す

。

ニ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
伸
び
る
落

簗
小
低
木
で
、
枝
に
は
鋭
い
と
げ
が

あ
り
ま
す
。
茎
は
初
め
は
つ
る
状
で
、

他
の
植
物
に
か
ら
み
っ
き
、
盛
ん
に

分
枝
し
て
茂
り
、
徐
々
に
幹
に
変
化

し
、
無
毛
に
な
っ
て
い
き
ま
す

。

葉
は
五
～
し
枚
の
小
葉
か
ら
な
る

奇
数
羽
状
複
葉
で
、
枝
に
互
生
し
、

托
葉
は
縁
か
浅
く
切
れ
込
ん
で
い
ま

す
。
小
粟
は
二
～
四
一
の
楕
円
形
で

先
が
と
が
り
、
縁
に
鋸
歯
か
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
葉
の
上
面
に
は
光
沢
か

あ
り
、
下
面
に
は
短
毛
か
生
え
て
い

ま
す
。

四
～
五
月
に
径
二
～
三
ｍ
ほ
ど
の

純
白
五
升
の
、
ほ
の
か
な
香
り
の
あ

る
花
を
鬨
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
花

が
集
ま
コ

、
、
全
株
満
開
の
と
き
は

み
ご
と
で
す
。

秋
、
紅
色
に
熟
す
る
ほ
ぼ
球
形
の

偽
果
を
結
び
ま
す
。

▼
薬
　
用
▲

偽
果
か
深
紅
色
に
熟
す
る
一
歩
手

前
の
、
多
少
肓
み
か
か
っ
た
の
も
あ

る
こ
ろ
に
採
取
し
、
日
Ｆ
し
に
し
ま

す
。

利
尿
・
下
剤
に
　
一
日
竃
と
し
て
、

乾
燥
し
た
偽
果
（
営
実
）
二
～
五
グ

ラ
ム
を
煎
じ
、
二
～
二
同
に
分
服
し

ま
す
。

お
で
き
・
に
き
び
・
は
れ
も
の
に

一
日
最
と
し
て
二
～
五
グ
ラ
ム
を
煎

服
す
る
か
、
煎
汁
で
患
部
を
洗

い
ま

す
。

▼
食
用
▲

花
は
五
～
六
月

ご
ろ
採
取
し
ま
す
。

花
酒
　
花
を
水
洗

い
し
。
水
け
を
ふ

き
と
『
て
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬

け
。
冷
暗
所
で
三
か
月
ほ
ど
熟
成
さ

せ
ま
す
。

｛

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か
ら

｝
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徳 江 川 岸

菊　池　利　雄

寛

文
四

年

（
一
六

六
四

）
上
杉
綱

勝
の

忽
死

に
よ

り
、
米

沢
藩

は
半

地

削

封

と
な

り
、
伊

達

・
信
夫

の
両
郡

お
よ

び
出

羽
国

屋
代

郷
｛
四
匹
匹
四
川
黔一

は
幕

府
領

と
し

て

。
関
東

郡
代
伊

奈

半
左

衛
門
忠

克

の
支
配

下

に
置
か

れ

た
。

こ

れ
ら
新

た

に
幕

領

と
な

Ｉ
だ

村

々
か

ら
の
年

貢
米

は
、
御

城
米

と

も
呼

ば

れ
て
江

戸
へ

と
廻

米
さ

れ
る

こ
と

に
な
る

幕
府

は
寛

之
四
年

に
。
江

戸
の

豪

商

渡

辺
友

意

、
川

卜
年
に

は
河
村

瑞

賢

等
に

命
じ

て

刪
米

を
請
Ｑ

わ
せ

て

い
る
。

御
城

米

は
阿
武

隈
川

に
よ

ｆ。

て
荒

浜
港

・
悶

磔

り

ま
で
ヽ

小
鴨

ｔ
』

『
冫
　

～
ｌ
ｊ
鉗

飼

船
や
縋

船
で

運

ぶ
必
要
か
・
气

途

中

雛
所

と
さ

れ
た

。瓦
卜
沢
村
柴

崎

冊

７

と
・

仙
‘
‥
滞

領
水

沢

ふ

犬
凵

鼎

錫

辟

の
間
に

あ
Ｊ

齔

眺

な
ど

、
危
険

な
峡

谷
部
の
川

除

普

諸

を
行

い
。

迷
航
の

安
食
を

閥
る

と

と

む
に

、
。ぶ
…り
の
福
島

・
鎌

川

・
妊

な

（
岡
か

）
・
桑

折

・
中
瀬

・
伊
達

崎

・
池
江

・
叺
人

伎

・
べ
幡

に
は

。

庫
出

し
を

行
う

川

岸
が
設
置

さ
れ

た

国

見
の

村

々
か
ら

の
御
城

米
は

、

年
代

に
よ

’。
て

多
少
賢

な
・－
て

い
た

が
、

石
は

田
と

小
坂
村

は
桑
折

川

岸

心
Ｊ

气

森
山

・
東
人

窪
・
藤
ｍ

・

塚
野
口

・
徳
江
村

は
徳

江
川

岸

。
叭

大
介

・
西

大
介

・
西
大

枝
村

は
東
大

枝
川

岸
か

ら
擯

出
さ

れ
た

。
こ
の
内

慶
応

元
乍

（

て
べ
八

五
）
に
徳

汀

川

岸
か

ら
積

み
出

さ
れ

た
御
上
米

に

つ

い
て

み
れ

ば

。
旧

十

一
川
卜

。五
日
か

ら
翌
年

の

正
月

二
淞
Ｌ

日
ま
で

に

お

よ

び
、
米

九
．ｎ

八
十
俵

二
１
余

・
大

豆

二
十
六

俵
二
斗

余

と
な

っ
て

い
る
。

喩
心
。儿
年
じ
逹
函
り
貞
『
町
ｎ

御
咄
人
゛

｛
小
鴨
飼
よ
り
淌
収
帳
｝
川
見
町
史
ｌ
を

ま

た
、
年

月

末
詳
の

’阿
武

隈
川

筋
回

米
河

岸
米
大

豆
納

汢
調
お

」
陥
匹

乢

に
は

、
徳

江
川

岸
か
ら

の
禎
出

し
分

と
し
て

米
千

六
百

十
九
俵

余

、

人

立

‐‐
卜
六

俵
余

と
あ

る
。
小

鵜
飼

峪

】
艘
あ

た
り
河
水

の

増
減

に
も
よ

る
か
、

米
五

卜
皈

ほ
ど

を
積
込
み

。

ド
流
の

伊
只

郡
糾

谷
村
沼

ノ
Ｌ

ま
で

運

ば
れ
て

、

こ
こ
で
冖

俵

哨
の

觴
船

に
哨

恃

え
ら

れ
て
葭

浜
港

へ
、
荒

浜

港

か
ら

心
戸
浅

草

の
硲
府

介
庫

へ
は

、

元
船

と
吁

ば

れ
る
１

石

牘
の
海
船

で

運

ば
れ
て

い

い
た

徳
‐ぼ
川

岸
の

跡
地

は
、

船
付
場

な

る
地

名

か
残
さ

れ
て

い
る

現
在

の
二

階
間

々
川

地
の

南
側

付
近

に
あ
・
。
た

と

い
わ

れ
、

阿
武
隈

川
の

流
路

が
江

。卩
時

代
よ

り
ら

い
ら
じ
る

し
く
北

に

寄
・－

て
流

れ
て

い
る
た

め
、

い
ま

は

河

道
と
な

厶

、
、
当

時

に
お
け
る

川

…り
場

の
痕

跡
は

残
さ

れ
て

い
な

い
が
、

地

。だ
の
伝

え

に
よ

れ
ば
、

い
ろ
は

川

Ｉ

八
介
と
吁

ば
れ
る

、
寄

（
郷
）

介

が
立

欹
ん

で

い
た

と
い
わ

れ
る
か

、

こ
の

徳
汪

川
片

よ
り

御
城

米
の
津

出

し
を

げ

’。
た
付

々
は

。
前
述

の

ご
と

く
藤

川
村

な
ど

、瓦
ケ

吋
に

と
ど
ま

り
、

寄
倉

は
村

歓
よ

り
も

多
く
存

在
し

た

と
は

考
え

ら
れ

な

い
。

徳
汪

川

岸
は

、
封

建
時
代

下

に
あ

ご
ヽ
の
年
貢

米

廻

送
の
み
な

ら
ず

、

人

量

輸
送

の
ｆ

段
と
し

て
そ

の
他

の

物

資
の

交
流

に
も

、
大
き

な
役

割
り

を

綮
た
し

て

い

た
が
、
明

治
二

十
年

、

東

北
本

線
の
閧

通

に
と
し

な

い
、
そ

の
歴

史
的

な

僕
命
を

終
え

て

。
衰
微

し

て

い
っ
た

。

杏

考
文
献

『
岡

見

町
史
』

一

・
二
を

モリアオガエル

山間に響く鳴声

モリ ア オガエ ル 生みつけられた卵塊

今
年
も
、
町
内
で
唯
一
の
生
息
地

で
あ
る
馬
頭
山
蛇
沼
に
。
た
く
さ
ん

の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
産
卵
し
ま
し

た
。六

月
中
旬
、
梅
雨
入
り
前
の
暼
い

日
差
し
の
中
。
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た

灌
木
に
囲
ま
れ
た
蛇
沼
の
沼
辺
の
繋

陰
に
は
、
直
径
二
十
ｍ
ほ
ど
の
卵
塊

が
い
く
っ
も
産
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
『
。

沼
で
は
、
モ
リ
ア
オ
か
エ
ル
独
特

の
澄
ん
だ
嗚
き
声
が
響
き
わ
た
り
。

卵
塊
の
下
で
は
、
ま
る
で
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
に
か
え
る
の
を
待
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
。
観
ガ
エ
ル
が
や
さ
し

く
卵
塊
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
卵
塊
は
、
ま
も
な
く
一

斉
に
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
か
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

保
護
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。



レ
ツ
ツ
　
コ
ー
ル
!
!

～

あ

な
た

の
情

報

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
～

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
鳥
電
報
電
話
局
で
は
、

六
月
二
十
五
日
か
ら
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

い
ま
、
一
〇
四
番
へ
は
、
「
福
鳥

市
内
で
一
泊
五
千
円
以
内
で
泊
ま
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
「
郷
土
料
理
の
お
い
し
い
店

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
情
報
案
内
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
こ

の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
に
た
い
し
、

ホ
テ
ル
・
旅
館
・
昧
ど
こ
ろ
・
お
み

や
げ
・
リ
ビ
ン
グ
な
ど
、
予
め
ご
契

約
い
た
だ
い
た
会
社
や
お
店
な
ど
の

情
報
を
、
電
話
応
対
の
ベ
テ
ラ
ン
オ

ペ
レ
ー
タ
が
、
き
め
こ
ま
か
く
案
内

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

案
内
内
容
は
、
店
名
・
所
在
地
・

電
話
番
号
・
メ
ニ
ュ
ー
・
料
金
な
ど

で
、
営
業
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら

午
後
八
時
ま
で
、
土
曜
日
・
日
曜
口
・

祝
日
が
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
取
り
扱

い
ま
す
。

情
報
案
内
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
み
ち
の
く
福
島
」

の
電

話
番
号

は

、

二
四
一

二
〇
〇

一
で
す
。

な
お
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
み
ら
の
く
福
鳥
」

で
は
、
豊
富
な
情
報
家
内
サ
ー
ビ
ス

と
な
る
よ
う
多
数
の
情
報
提
供
書
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
島
電
報
電
話
局

業
務
部
言
業
課
広
報
係

ａ
一
三

－

七
三

六
こ

結
核
療
養
者
・
回
復
者
な
ら
び
に

そ
の
家
族
の
生
活
記

録
募
集

題
　
名
　

自
　
由

内
　
容

結
核
が
、
個
人
や
家
族
、
ひ

い
て

は
社
会
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る

恐
ろ
し
い
伝
染
病
で
あ
る
こ
と
を
、

自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
描
き
、
人

ぴ
と
に
感
動
を
与
え
、
桔
核
予
防

の
重
要
性
を
強
く
訴
え
る
も
の
。

応
夢
方
法

四
百
字
結
原
稿
川
紙
瓦
枚
以
内
。

題
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な

を
つ
け
る
。
匿
名
希
望
の
方
は
そ

の
旨
を
Ｊ

、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
を
明
記
す
る
こ
と
。

締
切
日

昭
和
六
十
一
年
八
月
十
五
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

結
核
予
防
の
標
語
募
集

内

容
一
、
有
症
状
時
の
早
期
受
診
の
大

切
さ
。

二
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
る
こ
と

の
大
切
さ
。

ミ

、
家
庭
・
地
域
の
健
康
管
理
の

人
切
さ
。

な
ど
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。

応
募
方
法

官

製
（

ガ
キ
に
応

募
標

語
．

住
所

、

氏
名

（
ふ

り
が

な
を

つ
け

る
）
、

性

別
、

年
齢

、
電

話
番
い
．り
、

職
業

を

明
記

す

る
こ

と
．

締
切
日

昭
和
六
十
一
年
八
月
十
五
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

◆
生
活
記
録
、
橿
鑷
と
も

賞

金
一
等

十
万
円
と
毎
日
新
聞
社
賞

（
一
名
）

二
等

五
万
円
（
一
名
）

一
‘一
等
　
一
万
円
（
一
二
名
）

佳
作
　
五
千
円
（
五
名
ｙ

送
り
先

〒
川
　
東
京
都
千
代
田
区
一
二
崎
町

一
！
一
丁

匸
一
　
財
団
法
人
結
枝

予
防
会
事
業
部

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

▼
私
た
ち
に
で
き
る
河
川
の
浄
化
対
策

○
ゴ
ミ
を
川
に
流
さ
な
い

○
食
べ
残
し
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
収
集
指
定
場

所
に
出
す
よ
う
に
す
る

○
洗
剤
は
粉
せ
っ
け
ん
な
ど
、
無
リ
ン
の
も
の
を

使
用
す
る

○
河
川
の
清
掃
を
す
る

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前９時 崋ヽ午後4  時 分( 平日)

ｉ 曜日 は正午まで(第２・勇3 エ曜日 は休みま萼)

Ｏ 専門の相談員が親身になってこ 相談tこ厄じま覃

○弁護ｉ 相駁日： 毎週木層日午後1 時 ～４時

社団法人日本損害保険協会

福島自動車保険請求相談センター

福鳥市栄町1()－21 住友生命福鳥ピルＳ階

福鳥調査事務所内

0245  ｰ  ｰ  一 四 5  (  直 通 )  0245  ｰ  23  ｰ  34  れ

電話のご相談もお受けします



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
横
山
市
郎
さ
ん
（
泉
田
中
）
か
ら

二
万
円
‐

故
政
市
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
高
橋
隆
雄
さ
ん
（
貝
田
）
か
ら

五
万
円
‐

故
よ
し
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
蓬
田
勝
さ
ん
（
第
九
）
か
ら

五
万
円
－

故
ウ
メ
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
半
校
に

◆
奥
山
モ
ト
さ
ん
（
山
崎
小
舘
）
か
ら

雑
布
五
十
枚

◆
石
母
田
長
寿
会
婦
人
部
か
ら

雑
布
百
枚

◆
第
二
藤
田
長
爵
会
婦
人
郎
か
ら

雑
布
五
十
枚

小
坂
小
学
校
に

◆
横
山
市
郎
さ
ん
（
泉
田
中
）
か
ら

一
万
円
－

故
政
市
さ
ん
の
ご
遺
志

森
江
野
小
学
校
に

◆
咄
江
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
か
ら

発
酵
た
い
肥
（
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

一
台
分
）

県
北
中
学
校
に

◆
横
山
市
郎
さ
ん
｛
泉
田
中
｝
か
ら

三
万
円
－

故
政
市
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

糟
布
五
十
六
枚

◆
第
二
藤
田
長
寿
龠
婦
人
部
か
ら

雑
布
五
十
枚

麗
田
保
育
所
に

◆
第
二
藤
Ⅲ
長
寿
会
婦
人
郎
か
ら

稚
布
一
．一
十
枚

町
に

◆
東
北
電
力
株
式
会
社
福
鳥
営
業
所

か
ら
　

防
犯
灯
一
二
灯

今
月
の
納
税

七
月

は
。
固
定

資
産
税
｛
第
二
期
｝

の
納
入
の
月
で
す

。

納
期
内

（
七
月
末
日
ま
で
）
に
完

納
し

ま
し
ょ
う
９
‥

「

わ

た
し

か
ら

実

行
し

ま

す

交

通

安
全

」

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
七
月

二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
展
闘
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
運
助
の
重
点
は
、

Ⅲ
過
労
（
い
ね
む
り
）
、
無
謀
運
転

の
防
止
　
閙
歩
行
者
、
特
に
子
供
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
　

咄
二
幅

者
の
交
通
事
故
防
止
　
Ⅲ
シ
ー
ト
ベ

ル
ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
、
の
四
項
目
で
す
。

七
月
五
日
か
ら
は
、
原
付
自
転
車

も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
か
ぷ
ら
な
い
と
違
反
点
故
一
点

が
加
せ
ら
れ
ま
す
。

戸籍の窓口
（６ 月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 謾 者　 部 落

郁　美(い く み)石川　博利　第　 四

直 之(なおゆき)井上　金六　川　 内

久美子(く み こ)大槻 勝敏 駅　 前

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 部 落

菅 野 周　二　　　　　駅　 鴪

菊 池 純 子　　　　 福 島 巾

菊 地　　 学　　　　　第　　卜

菅 野　久美子　　　　　霊 山 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

齋 藤 七　ン　　93　　 徳 江 北

佐 野 稗左工門　　83　　 第　 八

瞋 山 政rli　　&8　　 泉 Ⅲ 中

工　手　八　郎　　83　　 中　 部

高　橋　よ　し　　80　　 只　 Ⅲ

蓬　田　ウ　メ　　78　　 第　 九

佐 藤　ミサヲ　　78　　 北　 汨

林　　 チ　ヨ　　63　　 鳥　 取

松 Ⅲ 正 博　　34　　 宮 町 北

松　浦 義　人　　 ４　　　高　 城

斎 藤　ナ　ミ　　65　　 小　 坂

高　木　イ　ネ　　82　　 石母田北

人 口 と 世 帯
ワ月１日現在( 前月比)６月中のうごき

人

口

･  男 5.  四 8 人 （－9･ ）

女6.  5 人 （一15J

計ll.  3 人 ← 24  )

世帯数2.  5 戸丿 土Ｏ）

帳 入　９人

転 出24 人

出　生　３人

死 亡12 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室（柬●人口からお入り１ さい）

時 間： ９略 ～12 畔

こ まったことや、相談ごと がありましたら、

お訊軽 にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。
〔 相談 禺 〕

７月25日（金）樋口　清三・村上ハツヨ

８月５日（火）曳地 善作・長谷川キン

８月15日（金）佐久間　巖・阿部　キク

ワ月　文月（ふみづき）

19日（土）勤労青少年の日

20日（日）土用の丑

21日（月）満 月

23 日 (水）大　暑Ｊ
●i

a丶=　　’二6t_.卜_－ ｔ

８月　葉月（はづき）

１日（金）水の日

観光の日　　

ｊ

７日（木）仙台七夕まつり

８日（轂 立 秋 ，＝ ・
■･-



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

8 5  ー2 6 7 6

(有) ４156

今
日
か
ら
み
ん
な
友
だ
ち
だ

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
が
開
講
～

六
月
二
十
八
口
午
後
一
時
三
叶
分

か
ら
．
公
民
館
で
『
少
年
仲
間
づ
く

り
教
室
』
の
開
講
式
か
行
わ
れ
ま
し

心
こ
の
教
室
は
．
小
学
四
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
七
十
四
人

が
、
来
乍
一
．
Ｕ
ま
で
、
ゲ
ー
ム
や
野

外
活
動
な
ど
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

の
学
習
を
す
る
も
の
で
す
。

開
講
式
に
は
、
教
室
生
と
父
兄
酉

五
十
人
か
出
席
、
蓬
山
教
育
長
、
拌

砂
公
民
鯨
艮
。
瀬
戸
藤
田
小
学
校
妊

の
あ
い
さ
っ
の
あ
と
、
担
当
者
か
ら

今
後
の
学
習
計
画
や
注
愚
事
項
な
ど

の
説
明
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、

『
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ

と
』
会
八
の
指
導
で
、
ゲ
ー
ム
を
楽

し
く
行
い
、
第
一
回
日
の
学
習
を
終

え
ま
し
た
。

今
後
の
七
な
学
習
予
定
は
、
じ
月

下
甸
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
、
八
川
き
ら

だ
め
し
人
会
及
び
史
跡
め
ぐ
り
、
九

川
昔
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
。
十
月
ミ

ニ
運
動
会
、
十
一
月
伝
承
あ
そ
ぴ
、

干

。一
月
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、

一
月
た
こ
あ
げ
、
二
月
お
別
れ
パ
ー

テ
ｆ
－

な
ど
で
す

。

▲ちょっぴり緊張ぎみの開講式

家
庭
教
育

講
演
会
を
開
催

久
し

ぶ
り
の
好
天
に
忠
ま
れ
た
六

月
ニ
ト
四
日
、
県
吐
会
福
祉
事
務
所

の
協
力
を
綿
て
、
県
婦
人
相
談
所
長

熱
須
敦
子
光
生
を
講
師
に
迎
え
こ
子

の
旅
立
ち
と
親
い
と
い
う
題
で
、
約

一
時
間
に
わ
た
り
、
家
庭
教
育
講
演

会
か
公
民
館
で
開
雛
さ
れ
ま
し
た
。

照
須
先
生
の
豊
富
な
経
験
を
通
し

て
の
、
思
春
期
の
子
供
た
ち
に
対
し

て
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話

で
あ
り
、
出
席
青
の
杵
さ
ん
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲黒須先生の朋話を熱心に聞＜みなさん

▲熱戦を展開したソフトボール大会

ハ
チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開

～
町
長
杯
争
奪
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
～

青
少
年
の
親
善
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
目
的
に
し
た
第
二
回
国
見

町
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
人
会
か
六
月
二
十
九
日
、

山
崎
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
．

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
辿
絡
協
議

会
（
狆
津
武
志
代
表
）
主
催
、
町
・

町
教
委
後
援
で
開
か
れ
た
大
会
に
は
．

各
小
学
皎
よ
り
ハ
チ
ー
ム
か
参
加
．

小
雨
か
ち
ら
っ
く
中
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
『

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
団
ｎ

の
に
ぎ
や
か
な
応
援
合
職
を
展
問
し

ま
し
た
．

こ
の
結
果
、
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
．
二
位
は
同
ｃ

チ
ー
ム
で
し
た
、

オ

ー
ル
ナ

イ
ト

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者

募

集

に
つ

い
て

期
日
　
８
月
９
日
出
～
託
日
同

集
合
時
間

午
後
６
時
3
0分

歩
く
距
離
　
3
5～
4
0㎞

会
費
　
五
〇
〇
円

募
集
人
員
　
一
〇
〇
名

（
中
学
生
以
上
）

／
切
り
　
７
月
3
1日

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山

参
加
者
募
集

期
日
　
８
月
2
4日
剛

雨
天
の
場
合
3
1卩
剛

行
先
　
安
達
太
良
山

募
集
人
員
　
5
0名
（
親
子
で
、
小

学
校
４
年
生
以
上
）

会
費

大
人
一
べ

五
〇
〇
円

子
供
二
、
〇
〇
〇
円

／
切
り
　
８
川
2
0日

※
直
接
電
話
か
公
民
館
へ
。

寄
　
贈

◇
保
原
青
年
会
議
所
か
ら

図
書
　
子
供
を
仲
ば
す
知
恵
の
目
‥

外
二
十
四
冊

図
寿
劵
　
二
万
五
千
円

◇
福
梁
製
作
所
か
ら

焼
肉
用
鉄
板
　
五
ヶ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



婦
人
学
級
で

合
同
研
修
旅
行

去
る
六
月
二
十
二
口
。
町
内
の
婦

人
学
級
相
互
の
交
歓
と
。
学
級
生
の

親
睦
を
は
か
る
た
め
。
商
城
・
西
大

技
・
の
ば
ら
・
中
央
の
各
・婦
人
学
秘

か
ら
二
十
二
名
か
参
加
し
、
い
わ
き

方
面
へ
の
合
同
研
修
旅
行
か
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

優
雅
に
た
た
ず
む
白
水
阿
弥
陀
堂

を
見
学
し
。
昼
食
後
、
三
崎
公
園
で

は
小
名
浜
港
。
太
平
洋
の
雉
大
な
景

観
を
楽
し
み
ま
し
た
。
履
後
に
、
い

わ
き
巾
石
炭
化
石
館
を
現
察
し
、
地

球
の
歴
史
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
も
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
カ
ラ

オ
ヶ
を
楽
し
ん
だ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
、
有
意
義
な
研
修

旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

成
人
学
級
生

見
聞
を
深
め
る

六
川
一
．
十
紀
日
（
水
）
に
成
人
学

級
生
ニ
ト

土
名
で
、
仙
台
巾
を
中
心

と
し
た
見
学
乍
習
を
実
施
Ｌ
ま
し
た
．

午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
か
．
近
代
科
乍
の
粋
を
駆

使
し
た
気
象
台
、
ピ
ー
ｙ
Ｌ
場
、
そ

れ
に
ち
ょ
う
ど
伊
達
政
宗
限
の
開
か

れ
て

い
た
、
仙
六
巾
立
岬
物
館
で
は
、

数
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
て
．

た
い
へ
ん
良
い
学
刊

と
な
り
、
有
意

義
な
一
日
今
過
ご
し
ま
し
た
．

親
と
子
が

い
つ
し
ょ
に
遊
ぶ

乳
幼
児
学
級
の
、
第
三
回
日
の
学

習
か
、
じ
Ｕ
四
日
、
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

前
福
島
市
教
宵
指
導
八
の
遠
藤
よ

ね
ｆ
さ
ん
を
溝
師
に
迎
え
、
身
近
な

物
を
使
っ
て
Ｔ
供
の
運
動
機
能
の
発

逹
を
促
す
方
泌
な
ど
を
、
親
と
子
か

い
ｔ
し
ょ
に
な
二

ヽ
学
び
ま
し
た
‘

▲＝鎰公園で紀念撮彫

▲気象台露場で詁を聞く

あ観子で仲よく学習

阿
津
賀
志
学
級
で

研
修
旅
行

初
缸
の
風
さ
わ
や
か
な
八
月
十
八

日
｛
日
｝
。
学
級
生
総
勢
べ
十
名
で
、

郡
山
市
に
在
る
福
鳥
県
緑
化
セ
ン
タ

ー
や
二
本
松
の
酒
造
工
場
な
ど
を
見

学
し
、
無
嘔
帰
町
し
ま
し
た
。

特
に
繊
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
江
戸

中
期
に
卜
本
人
の
庭
園
師
が
考
え
た

と
言
わ
れ
、
東
北
で
は
最
初
の
設
置

と
な
っ
た
、
水
零
商
の
妙
な
る
音
に

一
同
大
存
び
で
し
た
。

○
七
月
の
行
事
か
ら

じ
Ｕ
四
日
Ｔ
闌
九
時
か
・
气

公
民

館
で
乍
習（
．ｉ
を
閧
催
し
ま
し
た
。

「
藁
草
の
話
」
の
講
蔵
を
、
梁
川

町
の
藁
刑
師
貝
津
好
孝
さ
ん
か
ら
受

け
ま
し
た
こ

藁
収
に
は
、
体
を
温
め
る
性
質
と

冷
や
す
性
質
が
あ
る
の
で
、
病
気
の

状
態
に
よ
っ
て
藁
草
を
選

ぶ
こ
と
、

ま
た
、
採
取
時
期
も
大
切
で
あ
る
と

の
話
か
あ
り
、
学
級
生
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

▲51薬草についての購話を聞く

福
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
代
表
チ

ー
ム
決
ま
る

過
日
、
種
目
別
町
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
、
熱
戦
の
末
、
次
の
チ
ー
ム

が
町
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
日
福
鳥
市
で
開
催
さ
れ

る
県
北
地
城
大
会
で
の
活
躍
か
期
待

さ
れ
ま
す
。

◇
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

宮
町
ク
ラ
ブ

◇
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

富
町
ク
ラ

ブ

◇
卓
球

源
宗
山
チ
ー
ム

Ｑ
軟
式
庭
球

国
見
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ



渋
谷
さ
ん
に
中
央

奨
励
賞

～
「
わ
が
家
の

家
計
簿
体
験
談
」
～

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
の
第
三
十
二

回

「
わ
か
家
の
家
計
簿
体
験
談
」
で
、

主
婦
渋
谷
っ
ぎ
子
さ
ん
（
光
明
寺
字

沼
一
六
の
二
　
三
十
七
歳
）
が
、
中

央
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
．

渋
谷
さ
ん
の
作
品
は
．
県
で
た
だ

Ｊ
点
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
出
品

さ
れ
ま
す
．

家
計
簿
を
つ
け
は
じ
ま
っ
て
丸
九

年
間
と
い
う
渋
谷
さ
ん
。
こ
の
経
験

か
、
栄
え
あ
る
中
央
奨
励
賞
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

『
数
多
く
の
人
か
家
計
簿
を
つ
け

て

い
る
中
で
、
私
が
も
ら
え
た
の
は

申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
か
家
計
簿
を
つ
け

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
面
で
き
っ
と
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
家
計
簿
を

つ
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
つ
け
る

よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
』
と
受

賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
民
生
委
員
に

佐
藤
さ
ん

泉
田
地
区
担
当
の
民
生
（
児
童
）

委
員
は
、
死
去
に
よ
り
欠
員
と
な
っ

て
い
ま
し
た
か
、
こ
の
た
び
。
後
任

の
民
生
委
員
と
し
て
、
佐
一

八
重
子

さ
ん
（
泉
田
孛
川
端
一
　
五
十
八
歳
）

か
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
六
月
二
十
五
日
、
町
長
室
に

お
い
て
、
国
見
町
民
生
（
児
童
）
委

員
協
議
会
の
曳
地
簽
作
総
務
、
朝
内

ひ
で
剛
総
務
じ
出
席
し
、
菊
地
町
長

か
ら
佐
藤
八
重
子
さ
ん
に
、
厚
生
大

臣
並
び
に
福
鳥
県
知
事
の
委
嘱
状
か

伝
潼
さ
れ
ま
し

た
’

席
上
、
町
長
か
ら
「
社
会
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
佐
藤
さ

ん
は
「
微
力
で
す
か
、
民
生
委
員
と

し
て
、
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

尽
く
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。地

城
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願

い
し
ま
す
。

▲貫状を手に喜びの渋谷つぎ子さん

Ａ町長から委嘱状を伝達される佐攤八纖子さん

「
正
し
い
自
転
車
の

乗
り
方
」
学
ぶ

七
月
七
日
、
森
江
野
小
学
校
で
は
、

全
校
生
百
八
十
三
名
か
参
加
し
、『
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
』
の
講
習
会

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
巻
イ
チ
子
森
江
野
交
通
安
全
母

の
会
会
畏
が
見
守
る
中
、
福
鳥
警
察

署
の
交
通
巡
現
員
二
名
と
。
桑
折
警

察
署
藤
田
駐
在
所
の
菅
野
巡
査
か
ら

お
話
し
を
闘

い
た
後
。
一
、
二
年
生

は
校
庭
で
横
断
歩
道
の
正
し

い
わ
た

り
方
、
一
三

四
年
生
は
校
庭
に
引
か

れ
た
ラ
イ
ン
に
そ

っ
て
の
正
し

い
自

転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
、
そ
の
後
。
道
路
に
も
出
ま
し
た
。

ま
た
、
五
。
六
年
生
は
実
際
に
道

路
に
出
て
、
自
転
車
の
左
折
、
右
折
。

停
止
の
仕
方
な
ど
を
手
信
号
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
江
野
小
学
校
で
は
、
四
月
中
旬

に
も
「
歩
行
訓
練
」
を
行

り
て
お
り
、

こ
の
卩
が
二
回
目
の
交
通
安
全
教
室
。

こ
の
日
、
児
童
か
持
ち
よ

り
た
自

転
車
は
、
す
べ
て
森
林
喜
助
さ
ん
か

整
備
、
点
検
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
’

児
童
た
ち
に
と
っ
て
い
つ
も
乗
り

な
れ
て

い
る
自
転
車
で
す
か
、
巡
視

貝
の
お
姉
さ
ん
た
ち
が
見
て

い
た
せ

い
か
、
ち
よ
・

ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら

も
真
剣
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。Ａ「横断歩道は手を上げて渡ろうね」

編

集
日

記

▽
先
日
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
取
材

の
た
め
、
二
年
ぷ
り
に
蛇
沼
に
向
か

い
ま
し
た
。
道
の
記
憶
か
う
ろ
お
ぼ

え
の
上
、
山
の
模
様
も

や
や
変
わ
り
、

ど
う
に
か
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
一

時
間
後
。
ふ
っ
う
に
行
け
ば
、
車
か

ら
降
り
て
十
分
ほ
ど
の
所
で
す
か
、

迷
っ
て
し
ま
い
、
大
変
な
目
に
あ
い

ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
鳴
声

は
聞
こ
え
る
の
で
す
か
、
木
立
ち
に

さ
え
ぎ
ら
れ
、
や
っ
と
の
こ
と
で
た

ど
り
つ
い
た
時
は
、
さ
す
が
に
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
取
材
の
た

め
の
執
念
か
通
じ
た
の
だ
、
な
ん
て

自
己
満
足
し
き
り
’‐
’・

▽
連
日
の
梅
雨
空
で
、
写
真
撮
彫
も

ま
ま
な
ら
ず
、
気
を
も
み
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
今
月
も
綱
集
を
終
え
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
・

梅
雨
の
合

い
間

の
一
日
、
町
営
牧
場
に
出
か
け
ま
し

た
。
草
い
き
れ
の
中
で
。
の
ん
び
り

と
休
む
牛
た
ち
。
す
る
と
突
然
、
草

原
に
カ
モ
シ
カ
か
現
れ
ま
し
た
。
カ

メ
ラ
を
手
に
近
づ
い
て
も
、
逃
げ
る

様
子
も
な
く
。
草
を
は
ん
で
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
フ
ィ
ル
ム
か
な
く
な

っ
た
と
思
っ
た
ら
、
カ
モ
シ
カ
も
姿

を
消
し
ま
し
た
。

▽
ま
も
な
く
梅
雨
も
あ
が
り
、
福
島

掖
特
の
暑
い
日
か
続
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
夏
パ
テ
せ
ず
、
夏
を
過

ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　

Ｓ

集

国
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字

．
Ｔ
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
－

一
七
　

ｅ
｛
○
二
四
五
｝
八
五
Ｉ
こ
二

二

（
代
去
）
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